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4月号北中だより
平成30年４月20日(金)

新校舎写真＜新しい校舎で平成30年度がスタート＞

１年の工事期間を経て、新しい南校舎が完成しました。廊下な

どにふんだんに木材が使われており、木の温かみを感じる素晴ら

しい校舎です。春休み中には、業者だけでなく他校の用務員の皆

様、さらに、在校生にも手伝ってもらい、引っ越し作業をしまし

た。

三島市からこのように素晴

らしい贈り物を頂戴したわけ

ですが、作業に励む在校生の姿から新しい校舎を大切に使って

くれることを確信したところです。

関係者の皆様、誠にありがとうございました。

４月５日には午前中に始業式、午後には第 回入学式を工藤Ｐ72
ＴＡ会長様をはじめとして、多数の御来賓の皆様に御列席を賜

り、挙行いたしました。 人の新入生を迎え、全校生徒 人200 594
で平成 年度の教育活動が始まりました。新しい南校舎に入った生徒のうれしそうな表情が印象的で30
した。平成 年度の北中学校は の校訓のもと、次に示す方針で教育活動を進めてまい30 「自治・敬愛」

ります。

学校教育目標 ： 「感動する心・問題を解決する能力・すこやかな心身の育成」

念願する生徒像

「個性や特性を認め合える」（今年度の重点）

「協働して生活できる」

「正しい判断で自律できる」

「正義を愛する」

「目標をもって自ら学ぶ」

今年度、生徒に求める姿を、教職員全員で検討した結果 としました。、「個性や特性を認め合える」

人はそれぞれ、顔が違ったり、体形が違ったりするなど、外見が違います。勉強についても得意な

教科や、不得意な教科は人によって違います。性格も人前で話をするのが好きな人がいれば、そうで

ない人がいます。このように、人間は、みんな違った個性や特性を持っています。学校はすべての人

が気持ちよく生活できるところでありたい。

そこで今年度の合い言葉は としました。一人一人の違うところを認め『みんな違ってみんないい』

、 、「 」 。 、合う姿 すなわち校訓であらわす言葉では 敬愛 です 個性や特性を認め合える生徒になるために

どのような生活を送ればいいのかを考える１年にしたいと思います。
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＜部活動活動方針について＞

スポーツ庁が 「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」を定めました。これに準拠す、

る形で、三島市校長会が市内７校の中学校が同一の基準で活動するよう文化部も含めた「三島市立中

学校部活動方針」を作成しました。

５時間の授業日、６時間の授業日では下校時刻が異なることになりますので、下校時刻は学年だよ

りをご参照ください。

三島市立北中学校部活動方針（抜粋)
（部活動に関する基本的な考え方）

学習指導要領に明記されたとおり、生徒の自主的，自発的な参加により行われる活動であ

り、スポーツや文化等に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等、学校教育が

目指す資質・能力の育成に資することを活動のねらいとする。

（活動時間等）

( ) 学期中の平日1
活動時間は２時間までとする (冬季は日没を最優先とする)。

( ) 学期中の週休日、休日2
活動時間は３時間までとする。

ただし、公式試合、練習試合の場合には、無理のない日程を組んで活動する。

( ) 学期中の休養日の設定3
原則として、毎週木曜日は活動を行わない日とする。

土曜日、日曜日のうち、どちらか１日は活動を行わない日とする。

但し、公式試合等で、土日の両日とも活動した場合には、翌週の平日の木曜日以外

の日（できる限り直近の日）に、部活動なしの日を振替として設定する。

( ) 長期休業中4
活動時間は３時間までとする。

公式試合等を除き、週休日、休日は活動を行わないものとする。

ア 夏季休業中

上限 日以内の活動とし、一定期間、活動を行わない期間を設定する。熱中症14
を予防するため、暑さ指数（ＷＢＧＴ）を測定し、別に定めた基準により、必

要な措置を講ずるものとする。

イ 冬季休業中

年末年始の休暇中（12月29日～１月３日）は活動を行わないものとする。

＜北中学校のブログを御覧ください＞
三島市のホームページには学校を紹介するホームページがあります。本校のページには、北中学校

の教育活動の様子や、生徒が頑張っている姿を記事や写真で掲載しています。

台風等の影響を受けた場合の自然災害時の対応についても、掲載予定です。

【閲覧の仕方】

三島市のホームページ → 子育て・教育・文化 →教育・教養 →

→ 学校教育 → 中学校 → 中学校一覧 → 市立北中学校 ＱＲコード


